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昨
年
４
月
か
ら
固
定
資
産

税
に
関
す
る
新
増
築
家
屋
の

現
地
調
査
や
、課
税
事
務
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。石
巻
市
へ

の
派
遣
は
平
成
27
～
28
年
度

に
続
き
２
度
目
で
す
。ど
れ
だ

け
復
興
が
進
ん
だ
の
か
を
確

か
め
た
か
っ
た
の
と
同
時
に
、

再
度
、少
し
で
も
貢
献
で
き
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
派
遣
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
来
た
前
回
は
、東

日
本
大
震
災
の
被
害
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
が
、昨
年
に

来
た
時
は
新
し
い
道
が
で
き

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

街
並
み
を
見
て
も
、復
興
に
歩

ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。そ

れ
で
も
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

一
日
も
早
い
復
興
を
望
ん
で

い
ま
す
。

　

再
び
石
巻
市
で
働
き
始
め

る
前
に
は
、福
島
県
浪
江
町

に
派
遣
さ
れ
、単
身
赴
任
が

続
い
て
い
ま
す
。横
浜
市
は
災

害
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
お

り
、他
の
災
害
が
あ
っ
た
市
町

村
に
も
職
員
を
送
っ
て
い
ま

す
。い
つ
何
が
あ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
の
で
、自
治
体
同
士

助
け
あ
わ
な
い
と
い
け
な
い
と

思
って
い
ま
す
。

　
石
巻
市
は
、横
浜
市
に
比
べ

て
夏
が
涼
し
く
、海
も
山
も

あ
っ
て
環
境
が
良
く
、生
活
し

や
す
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。税

の
公
平
性
を
モ
ッ
ト
ー
に
、市

民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
な

が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。 資産税課

山
や ま だ

田俊
としまさ

正さん
神奈川県横浜市から派遣

全国からの
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住
居
、事
務
所
、店
舗
な
ど
に

止
水
板
な
ど
の
設
置
工
事
を
す

る
方
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
建
築
物
な
ど

（
住
居
、事
務
所
、店
舗
な

ど
）を
所
有
ま
た
は
使
用
し
て

い
る
方

対
象
事
業　
建
築
物
な
ど
に
止

水
板
な
ど
を
設
置
す
る
工
事

や
止
水
板
な
ど
を
購
入
す
る
　

町
内
会
や
行
政
区
の
防
犯

灯
の
維
持
管
理
費
を
補
助
し
ま

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、経
営
に
影
響
を
受

け
た
事
業
者
の
方
へ
環
境
変
化

に
対
応
し
た
新
た
な
事
業
の
創

造
に
よ
る
事
業
の
再
構
築
を
促

進
す
る
た
め
に
補
助
金
を
支
給

し
ま
す
。対
象
や
助
成
金
額
な

ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限

　
第
一
次
募
集
：
５
月
２０
日（
金
）

※
第
二
次
募
集
は
６
月
中
旬
か
ら

事
業
完
了
期
限

　
令
和
５
年
２
月
２８
日

問
申

　
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
４
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
て
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
事
業
者
の
う
ち
、

「
国
の
事
業
復
活
支
援
金
」の

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者
へ
売

上
減
少
額
に
応
じ
て
、補
助
金

を
給
付
し
ま
す
。対
象
や
助
成

金
額
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

止
水
板
等
設
置
事
業

補
助
金

防
犯
灯
維
持
管
理
等

補
助
金

石
巻
市
事
業
再
構
築
支
援

事
業
補
助
金

石
巻
市
事
業
復
活
補
助
金

�

募
集
・
案
内

経
費

補
助
金
額　
止
水
板
等
設
置
工

事
費
な
ど
の
費
用
の
２
分
の

１
と
し
、５０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

※
補
助
金
の
交
付
は
、一
つ
の
建

築
物
な
ど
に
つ
き
一
回
を
限

度
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
申

　
下
水
道
管
理
課

　
（
内
線
５
６
８
４
）

す
。補
助
対
象
や
申
込
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間

◦
防
犯
灯
電
気
料
補
助
金

　
５
月
９
日（
月
）～
令
和
５
年　

　
２
月
２８
日

◦
防
犯
灯
交
換
費
補
助
金

　
７
月
１
日（
金
）～
令
和
５
年

１
月
３１
日

◦
防
犯
灯
新
規
設
置
費
補
助
金

　
６
月
１
日（
水
）～
３０
日（
木
）

問
申

　
地
域
協
働
課

　
（
内
線
３
３
１
８
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

特
殊
詐
欺
電
話
撃
退
装
置

購
入
費
の
補
助
金
制
度

　
宮
城
県
警
察
で
は
特
殊
詐
欺

防
止
の
た
め
、固
定
電
話
機
に
接

続
す
る「
特
殊
詐
欺
電
話
撃
退

装
置
」を
購
入
し
た
方
に
、購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
電
話
撃
退
装
置
と
は

　
固
定
電
話
機
に
外
部
接
続
し

て
、電
話
の
相
手
に「
通
話
内
容

を
録
音
し
ま
す
」な
ど
の
警
告

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
機
能
と
通

話
内
容
を
自
動
で
録
音
す
る
機

能
を
有
す
る
機
器
の
こ
と

補
助
金
額

　
購
入
費
の
２
分
の
１（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）で
、上
限

は
７
、０
０
０
円

※
詳
し
い
要
件
や
申
請
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
申

　
石
巻
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎
９５-

４
１
４
１

　
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課

　
☎
０
２
２-
２
２
１-

７
１
７
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
の
方
が
、住
み
慣
れ

た
地
域
で
く
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、認
知
症
の
理
解
と
正
し
い

対
応
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
認
知
症

の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る

応
援
者
で
す
。受
講
者
に
は
テ

キ
ス
ト
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
、学
校
、

企
業
な
ど
。１０
人
程
度
以
上

申
請
期
限　
５
月
２５
日（
水
）

問
申

　
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
４
）

（
一
財
）石
巻
地
区
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

新
規
会
員
募
集

　
（
一
財
）石
巻
地
区
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
は
、中

小
企
業
に
働
く
勤
労
者
の
総
合

的
な
福
祉
事
業
を
増
進
し
、中

小
企
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
り
、

会
員
に
な
る
こ
と
で
以
下
の
よ

う
な
福
利
厚
生
事
業
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
共
済
給
付
や
生
活
安
定
資
金

融
資
の
事
業

②
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
や
健
康

中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）制
度
の
案
内

　

中
退
共
制
度
は
、中
小
企
業

の
事
業
主
が
、従
業
員
の
退
職

金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
一
部

を
国
が
助
成
、家
族
従
業
員
や

パ
ー
ト
タ
イ
マ
―
も
加
入
で
き
ま

す
。

問　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
）

　
☎
03-

６
９
０
７-

１
２
３
４

●石巻市移住支援金
　東京２３区に在住または東京圏在住で２３区に
通勤する方が本市に移住した場合に、補助金を
交付します。
金額　単身６０万円、世帯１００万円
　　　（１８歳未満の子１人当たり３０万円を加算）　
●定住促進住宅取得等補助金　次の場合に、補助金を交付します。
対象　・市外から移住し住宅を取得または賃貸住宅を改修する場合
　　　・空き家所有者が移住者に賃貸するために当該空き家を改修する場合
　　　・市外に住む親族を受け入れ三世代同居するために
　　　　住宅を改修する場合
金額　取得 最大１５０万円、改修 最大５０万円
※どちらも要件があるので詳しくはホームページを確認するか、
問い合わせください。
問申 　ＳＤＧｓ移住定住推進課（内線4226）

移住サポート実施します

詳しくはこちら

　市は、３月18日にプロサッカーチーム「ベガルタ仙台」の運営会社と「ス
ポーツ交流活動等に関する協定」を結びました。これまでも震災復興支
援の連携協定を締結していましたが、スポーツを通じた地域活性化へ新
たな一歩を踏み出すことになりました。そして29日には、ベガルタからレ
ディースチームを継承した「マイナビフットボールクラブ」とも同様の協定
を締結しました。どちらもサッカー教室の開催や観戦招待といった事業に
取り組んでいく予定です。� 問　スポーツ振興課（内線3329）

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
地
域
活
性
化
の
ゴ
ー
ル
へ

ベ
ガ
ル
タ
、マ
イ
ナ
ビ
と
協
定
締
結

の
受
講
者
が
集
ま
っ
た
ら
、希

望
日・場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
申

　
介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

維
持
活
動
の
支
援

③
自
己
啓
発
活
動
に
係
る
助
成
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
お
よ
び
保
養
施

設
な
ど
の
割
引
利
用
あ
っ
せ
ん

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

・
石
巻
圏
域
の
中
小
企
業
に
お

勤
め
の
方
と
そ
の
事
業
主
の
方

・
石
巻
圏
域
に
お
住
ま
い
の
方

で
、石
巻
圏
域
外
の
中
小
企
業

に
お
勤
め
の
方

料
金

・
入
会
金　
一
人
５
０
０
円

・
会
費　
一
人
７
０
０
円（
月
額
）

問
申

　
（
一
財
）石
巻
地
区
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
93-

９
２
３
８（
平
日 

午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時
）

問　
市
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
５
）
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男
女
共
同
参
画
推
進
の
一
環

と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
女
性
に
そ
の
知
識

や
経
験
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く

た
め
、「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」を

作
成
し
、市
の
審
議
会
や
委
員

会
の
委
員
選
考
の
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
、市
政
に
関
心
を
持
ち
、

自
己
の
知
識
・
経
験
・
能
力
を

発
揮
し
た
い
と
思
って
い
る
２０

歳
以
上
の
女
性

申
込
方
法　
登
録
票
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
で
取
得

し
、直
接
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
申

　
〒
９
８
６-

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
地
域
振
興
課（
内
線
４
２
４
５
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
９０-

８
０
４
３

　
　

islocprom
o@

city.ishi

　

nom
aki.lg.jp

牡
鹿
半
島
チ
ャ
レ
ン
ジ

ラ
イ
ド
２
０
２
２

石
巻
市
博
物
館
第
１
回

企
画
展

女
性
人
材
リ
ス
ト
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

と
き　
６
月
５
日（
日
）

と
こ
ろ　
牡
鹿
地
区
、女
川
町

海
岸
広
場
～
お
し
か
ホ
エ
ー
ル

ラ
ン
ド

対
象　
過
去
に
１
０
０

km
前
後

の
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
を
６
～
７
時

間
程
度
で
完
走
の
経
験
が
あ

る
方

定
員　
２
０
０
人

料
金　
８
、０
０
０
円

申
込
方
法　
海
街
さ
ん
ぽ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
９
日（
月
）

　
午
後
７
時

詳しくはこちら

問
申

一
般
社
団
法
人
石
巻

圏
観
光
推
進
機
構

　
☎
９８-

８
２
８
５

　
「
平
山
郁
夫
が
描
い
た「
奥
の
細

道
」―
松
尾
芭
蕉
が
み
た
石
巻
―
」

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
画
家
と
し
て

広
く
知
ら
れ
た
日
本
画
家
平
山

郁
夫
は
、日
本
の「
路
」を
テ
ー
マ

と
し
て
、東
北
へ
も
訪
れ「
奥
の

細
道
」、「
平
泉
」の
一
連
の
作
品

を
残
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
作

品
を
松
尾
芭
蕉
の『
お
く
の
ほ
そ

道
』と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　
　
イ
ベ
ン
ト

石
巻
ふ
れ
あ
い
朝
市

　
新
鮮
な
魚
介
類
や
農
産
物
な

ど
、豊
富
な
食
材
を
安
く
提
供

す
る
場
で
す
。家
族
皆
さ
ん
で
来

場
く
だ
さ
い
。

と
き　
５
月
１
日（
日
）、１５
日

（
日
）午
前
６
時
３０
分

と
こ
ろ　
石
巻
駅
前
に
ぎ
わ
い

交
流
広
場

問　

石
巻
ふ
れ
あ
い
朝
市
運
営

委
員
会（
石
巻
観
光
協
会
）

　
☎
93-

６
４
４
８

令
和
４
年
度
盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

盲
ろ
う
者（
目
と
耳
の
両
方

に
障
害
の
あ
る
方
）の
移
動
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
方
を
養
成
し
ま

す
。す
べて
手
話
通
訳
付
き
。

と
き　
６
月
３０
日（
木
）～
１１
月

１０
日（
木
）の
う
ち
全
１０
回

と
こ
ろ　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

対
象　
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

で
講
座
終
了
後
、盲
ろ
う
者

通
訳・介
助
員
と
し
て
活
動
で

き
る
方

定
員　
１６
人
程
度

料
金　
テ
キ
ス
ト
代
４
、０
０
０

円
程
度

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵

送
・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
３１
日（
火
）

問
申

　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

　
☎
０
２
２-

３
９
３-

５
５
０
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２-

３
９
３-

５
５
０
２

　
　

info@
m

im
isuppo-m

i

　

yagi.org

　
市
障
害
福
祉
課（
内
線
２
４
８
４
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
22-

６
６
１
０

と
き　
１０
月
９
日（
日
）

と
こ
ろ　
仙
台
市
内（
予
定
）

申
込
受
付
・
試
験
案
内
配
布
期
間　

６
月
１
日（
水
）～
２７
日（
月
）

試
験
案
内
入
手
方
法

　
郵
送
に
よ
る
取
り
寄
せ
、ま
た

は
県
庁
１
階
総
合
案
内
で
配
布

※
詳
し
く
は
、県
社
協
ホ
ー
ム

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
と

し
て
６０
歳
以
上
の
方
で
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
が
入
会
で

き
ま
す
。

と
き　
５
月
１１
日（
水
）・
１８
日

（
水
）午
前
９
時（
受
付 

午

前
８
時
４０
分
～
８
時
５０
分
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、人
数
制
限

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
課

　
☎
０
２
２-

２
１
６-

５
３
８
２

　
県
長
寿
社
会
政
策
課

　
☎
０
２
２-

２
１
１-

２
５
５
２

マルホンまきあーとテラス
問　マルホンまきあーとテラス　☎98-5630
　　　 （月曜休館・祝日の場合その翌日）

髙橋美智子･酒井日和子　ピアノエレクトーン教室 門下生発表会
とき　5月1日(日) 1部 髙橋美智子門下生 開演 午前10時30分 
　　　　　　　　 2部 酒井日和子門下生 開演 午後2時30分 
問　酒井　☎090-2996-8494

ドキュメンタリー映画「生きる」 ～大川小学校 津波裁判を闘った人たち～
とき　5月3日(火・祝) 開演 午前10時（開場 午前9時30分）
問　(株)パオネットワーク 寺田　☎03-5545-7731

石巻高校吹奏楽部 定期演奏会
とき　5月5日（木・祝） 開演 午後2時（開場 午後1時）　
料金　前売り券500円、当日600円
チケット販売場所　マルホンまきあーとテラス、三立楽器
問　石巻高校吹奏楽部　☎93-8022

Bremen10周年記念 子ども達のためのBremen音楽会～愛と祈りと～
とき　5月7日（土） 開演 午後1時30分（開場 午後1時）
問　Bremen ☎98-3095・☎090-5838-5905

ひらけ！夏の扉 恋の炎サクソフォン・カルテット＆more
とき　5月8日（日） 開演 午後1時30分 （開場 午後0時30分）
定員　300人〔先着〕　　問　加藤　☎93-1680

瞳みのる石巻応援コンサート
とき　5月11日（水） 開演 午後2時（開場 午後1時30分）
詳しくはホームページ「瞳みのるオフィシャルサイト」で確認ください。
問　瞳みのる石巻応援コンサート実行委員会
　　菅野（スガノ)　☎090-4434-0723

大和ハウス工業株式会社 主催　Daiwa Sakura Aid 写真展 -さくら- 
とき　5月11日(水)～15日(日) 午前10時～午後4時
問　株式会社 口笛書店　☎080-4510-5520

マルホンまきあーとテラス開館1周年イベント
いぎなしやっぺし！1周年！！

とき　5月22日（日） 午前9時～午後6時30分頃
館内や駐車場で「ニードルのいたずら大好きコンサートwith山形交響楽団 The 
Brass5」、「萌江ちゃんのこども人生相談室＆ライブ」、「小学生リフティング王者決
定戦」などさまざまなイベントを開催します。
詳しくはホームページで確認いただくか、問い合わせください。

んだっちゃ！ハワイ！！
とき　9月4日（日） 開演 午後1時（開場 正午）
対象　石巻近郊に活動拠点を置くフラダンスの団体　　定員　10組〔先着〕
申込開始　5月10日（火） 午前9時
申　マルホンまきあーとテラス　

問　サン・ファン館企画広報課　☎24-2210（火曜日休館） ※5月3日（火・祝）は営業します。

　海に関わる独特の文化を育んできた牡鹿半島。サン・ファン館では令和３年９
月～１２月に開催し好評を博した「牡鹿半島・海と浜のトリビア１

TE N
０」の続編が登

場。魚や動物にまつわる不思議な話、漁師さんの知恵など新たな視点から牡鹿
の魅力をひもときます。
とき　５月３０日（月）まで　　料金　要入館料（一般350円・高校生以下無料）

ミニ企画展「牡鹿半島・海と浜の"続"トリビア１
T E N
０」

出来るまでやります！「仙石線マンガッタンライナーで行く！
石ノ森萬画館の旅～声優･関智一と珍道中～三度目の正直」
　仮面ライダーシリーズをはじめ数々の石ノ森作品にも出演している人気声
優・関智一さんをゲストに迎え、車内で楽しい時間を過ごしながら「萬画の国・い
しのまき」に向かいます。さらに関智一さんが主宰する劇団ヘロヘロQカムパ
ニーの団員や石巻地域おこし協力隊のお笑い芸人・ふあん★がーるも参戦！加
えて途中、怪人軍団・ヒメラニアン帝国が乱入して列車を占拠するなどハラハラ
ドキドキの珍道中列車になっています。
　イベントの申し込みなど、詳しくは石ノ森萬画館公式サイトをご覧ください。
とき　5月21日(土)　　定員　90人

企画展連動企画
かいけつゾロリがやってくる！（撮影会）
　現在開催中の石ノ森萬画館第85回特別企画展
「35周年記念 かいけつゾロリ大冒険展」の連動企
画として、かいけつゾロリと一緒に写真が撮れる撮
影会を石ノ森萬画館正面玄関前にて開催します。
とき　6月4日（土）・5日（日） 午前10時30分、
　　　午後0時30分、午後2時30分
定員　各回50人

問　石ノ森萬画館
　　☎96-5055

原ゆたか／ポプラ社

問
申

　
（
公
社
）シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　
☎
９４-

３
６
８
３

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
５
）

と
き　
５
月
20
日（
金
）～
6
月

26
日（
日
）

と
こ
ろ　
石
巻
市
博
物
館（
マ
ル

ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
内
）

料
金　
一
般
８
０
０
円
、高
校
生

５
０
０
円
、小
中
学
生
３
０
０
円

※
20
人
以
上
の
団
体
は
2
割
引
き

問　
石
巻
市
博
物
館

　
☎
98-

４
８
３
１
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　　 5月の相談あんない
●行政書士相談　※要予約
　・１６日（月） 午前１０時～正午　河北総合支所 ２階第３会議室
　 問申 　宮城県行政書士会石巻支部　☎82-3599
●行政相談
　・１１日（水） 午後１時３０分～３時３０分　市役所 ２階相談室B
　・１１日（水） 午後１時３０分～３時３０分　河南老人福祉センター
　・１３日（金） 午前１０時～午後３時　北上総合支所 2階多目的室
　問　東北管区行政評価局　☎022-262-7839

●弁護士による無料法律相談（市役所 ２階総合相談センター相談室）
　・１０日（火）　弁護士法人石巻向陽法律事務所　須藤弁護士
　・２４日（火）　庄司・松浦法律事務所　松浦弁護士
　　午前10時30分～午後4時　定員 1日9人〔先着〕
　※要予約。予約受付開始 2日（月） 午前9時
　 問申 　総合相談センター（内線2532・2534）
●仙台弁護士会法律相談　※要予約
（石巻法律相談センター　穀町12-18 石巻駅前ビル４階　☎23-5451）
・一般法律相談　火・木・日曜日（祝日を除く）
　午前１０時３０分～午後0時30分、午後１時３０分～4時３０分
※相談内容や経済状況により、無料で相談を受けられる場合があります。
・交通事故相談
　毎月第１火曜日（祝日の場合は第２火曜日） 午後１時３０分～４時３０分
※前週金曜日までに要予約　※５回まで無料（ただし刑事事件を除く）

　 問申 　仙台弁護士会法律相談センター　☎022-223-2383
　　　  　午前１０時～午後５時（土日・祝日を除く）
　※当日の相談予約・キャンセルは、直接石巻法律相談センターへ。
●司法書士による無料法律相談会　※予約優先
　※会場は問い合わせください
　司法書士が無料で相続登記・法律相談に応じます。　
　・毎週金・土曜日（祝日を除く） 午後１時３０分～４時３０分
　※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止している場合があります。
　 問申 　石巻司法書士相談センター　☎９６-３６１１
　　　  　午前９時～午後５時　※土日・祝日を除く

●県交通事故電話相談（県庁交通事故相談室）
　午前8時30分～午後4時45分（土日・祝日を除く）　☎022-211-2432、2433
●交通事故に伴う自動車保険請求相談（そんぽADRセンター東北）
　午前９時15分～午後５時（土日・祝日を除く）　☎0570-022808

●18歳未満の子どもに関する相談　県東部児童相談所（県石巻合同庁舎）
　午前８時30分～午後５時15分（土日・祝日を除く）　☎95-1121
●子育てに関する相談　子育て支援課
　午前８時30分～午後５時（土日・祝日を除く）　☎24-6848
●子育て世代包括支援センター
　・いっしょ issyo えきまえ（石巻市ささえあいセンター）
　　午前１０時～午後６時（土日・祝日 午前９時３０分～午後５時）
　　☎98-4158、080-1664-2936
　・いっしょ issyo へびた（のぞみ野2-2-4 石巻信用金庫総合相談センター4階）
　　午前９時～午後４時（土曜は要予約）　☎24-6878、080-9259-6361

●無料人権相談（特設人権相談窓口）
　特設人権相談窓口を次のとおり開設します。
　・９日（月） 午前１０時～午後３時　北上総合支所 ２階多目的室
　・１０日（火） 午前１０時～午後３時　河北総合支所 ２階和室
　・１１日（水） 午前１０時～午後３時　河南老人福祉センター
　※仙台法務局石巻支局では、随時相談を受け付けています。
　問　仙台法務局石巻支局　☎２２-６１８８

●県消費生活相談（県石巻合同庁舎 １階県民サービスセンター）
　午前９時～午後４時（土日・祝日を除く）　☎93-5700
●年金受給に関する相談（石巻年金事務所　☎22-5115）　※要予約
　◦毎週月曜日（休日のときは翌日）は相談時間を午後7時まで延長します。
　　（受付時間 午後6時まで）
　◦休日年金相談　14日（土） 午前９時３０分～午後４時（受付時間 午後3時まで）
●市民生活相談（市役所 ２階総合相談センター）
　・市民相談（内線2532）　（土日・祝日を除く）
　・家庭児童相談（内線2534）　※月・火・木・金曜日
　・少年相談（内線2533）　※月〜木曜日
　・消費生活相談（☎23-5040）　（土日・祝日を除く）
　※時間はいずれも午前９時～午後５時
●虐待 ・ ＤＶ相談（市役所 ２階総合相談センター）
　午前８時30分～午後５時（土日・祝日を除く）
　（内線2535・2538・2539・2543）　直通☎23-6614
　※児童、高齢者、障害者の各種虐待相談およびＤＶ相談
●生活保護・生活困窮の相談（市役所 ２階保護課）
　・生活にお困りの方　・働くことに自信がない、生活習慣が乱れている方
　・家計のやりくりができない、すぐにお金を使ってしまう方
　・子どもの学習・生活について不安がある方（生活困窮世帯対象）
　問　保護課（内線250４）
●仕事と家計に関する相談会
　働くことや家計管理にお困りの方への支援のため、総合支所などで出張相
談を実施します。

　・１１日（水） 午後１時～４時　北上総合支所
　・１８日（水） 午後１時～４時　牡鹿保健福祉センター「清優館」
　・２５日（水） 午後１時～４時　雄勝総合支所
　 問申 　ひありんく石巻　☎９８-９１６３
●住居確保給付金について
　離職や減収により経済的に困窮し、住居を失った方やその恐れのある方に
対し、資産や収入、求職活動をすることなどを要件として支給される給付金
です。家賃の支払いにお困りの方は相談ください。
　問　保護課（内線2505）
●新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金について
　社会福祉協議会の総合支援資金が終了するなどにより、貸付を受けること
ができない世帯へ支給される支援金です。資産や収入、就労自立を図るた
めの求職活動をすることなどを要件として３カ月間支給されます。詳しくは
相談ください。
　申請期限　６月３０日（木）
　問　保護課（内線2505）

●障害のある方に関する相談
　・石巻市・女川町基幹相談センターくるみ　☎24-8355
　・障害児（者）相談支援事業所“Kai”　☎93-2924
　・障害者相談支援センター桜・さくら　☎98-7760
　・ひまわりデイサービスセンター障がい者相談支援室　☎84-2518
　・障がい者相談支援事業所「とも」　☎98-8326

●各地区包括支援センター　※（　　）内は担当地区
　・中央（石巻・中央）	 ☎21-5171　　・河北（河北）　☎61-1252
　・稲井（稲井・住吉）	 ☎93-8166　　・雄勝（雄勝）　☎61-3732
　・蛇田（蛇田）	 ☎92-7355　　・河南（河南）　☎86-5501
　・山下（山下・釜・大街道）	 ☎96-2010　　・ものう（桃生）☎76-5581
　・渡波（渡波・荻浜）	 ☎25-3771　　・北上（北上）　☎61-7023
　・湊（湊）	 ☎90-3146　　・牡鹿（牡鹿）　☎44-1652

　
　
相
　
談

行　
　
政

法　
　
律

交
通
事
故

子
ど
も

暮
ら
し

暮
ら
し

障
害
者

介　　
護

　

地
震
や
大
雨
な
ど
災
害
時
に

は
、そ
れ
に
便
乗
し
た
様
々
な
悪

質
商
法
が
多
数
発
生
し
ま
す
。

　
突
然
自
宅
を
訪
問
し
た
業
者

に「
お
宅
の
屋
根
の
く
ぎ
が
抜

け
て
い
る
」な
ど
と
言
わ
れ
、契

約
し
て
し
ま
っ
た
が
、よ
く
考
え

る
と
高
額
で
困
っ
て
い
る
と
い
う

相
談
や
、「
保
険
金
で
修
理
が
で

き
る
」と
言
わ
れ
依
頼
し
た
が

保
険
申
請
の
高
額
な
手
数
料
を

要
求
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

修
理
す
る
際
は
、複
数
の
業

者
か
ら
見
積
り
を
取
り
検
討
し

ま
し
ょ
う
。ま
た
、保
険
の
適
用

対
象
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

自
身
が
加
入
し
て
い
る
保
険
会

社
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
２３-

５
０
４
０

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

《
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質

商
法
に
注
意 

》

と
き　
５
月
15
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　
市
役
所
3
階
36
番
窓
口

※
要
電
話
予
約

問
申

　

住
宅
金
融
支
援
機
構

お
客
様
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
☎
０
１
２
０-

０
８
６-

３
５
３

（
通
話
無
料
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
を
除
く
）

問　
市
生
活
再
建
支
援
室

　
（
内
線
３
９
６
４
）

「
災
害
復
興
住
宅
融
資
」

無
料
相
談
会

　
サ
ロ
ン
活
動
の
継
続
と
介
護

予
防
の
た
め
の
体
力
強
化
体
操

で
あ
る
、い
き
い
き
１
０
０
歳
体

操
の
実
技
を
学
び
ま
す
。

と
き　
６・７
月
の
う
ち
全
５
回

と
こ
ろ　
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と

テ
ラ
ス

対
象　
い
き
い
き
１
０
０
歳
体

操
に
興
味
の
あ
る
サ
ロ
ン
関

係
者
ま
た
は
個
人

定
員　
１５
人

申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
２３
日（
月
）

問
申

　
介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

と
き　
５
月
２９
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
石
巻
広
域
消
防
本
部

対
象　
中
学
生
以
上

定
員　
３０
人〔
先
着
〕

申
込
方
法　
各
消
防
署
ま
た
は

石
巻
広
域
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
用
紙
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。再
講
習
の
方
は
、受

講
申
請
時
お
よ
び
講
習
日
に
修

了
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
５
月
９
日（
月
）～

１８
日（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申　
各
消
防
署

問　
石
巻
消
防
署

　
☎
９５-

７
１
１
２

と
き　
６
月
２
日（
木
）～
７
月

７
日（
木
）ま
で
の
毎
週
木
曜

日（
全
６
回
）

　
午
後
３
時
30
分
～
５
時

と
こ
ろ　

石
巻
専
修
大
学

２
１
０
１
教
室

テ
ー
マ　
「
も
っ
と
地
元
を
知
ろ
う
」

対
象　
１６
歳
以
上
の
県
民
の
方

定
員　
８０
人

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電

話
番
号
を
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
５
月
６
日（
金
）～

７
月
７
日（
木
）

問
申

　

石
巻
専
修
大
学
開
放

セ
ン
タ
ー 

石
巻
専
修
大
学
事

務
課　
☎
２２-

７
７
１
６　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
２２-

７
７
４
６

　
　

kaiho@
isenshu-u.

　

ac.jp

　
運
動
、口
腔
、認
知
機
能
向
上

お
よ
び
栄
養
改
善
、自
主
サ
ロ
ン

活
動
に
向
け
た
講
話
や
実
技
を

行
い
ま
す
。

と
き　
６
～
１１
月
の
う
ち
全
８
回

と
こ
ろ　
市
内
１２
会
場

対
象　
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の

方（
希
望
者
は
調
査
の
た
め

の
連
絡
が
あ
り
ま
す
）

定
員　
１
会
場
あ
た
り
１５
人
程
度

申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
お
住

ま
い
地
区
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
５
月
２０
日（
金
）

問
申

　
介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

　
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

第
１
回
普
通
救
命
講
習

（
一
般
公
募
）

み
や
ぎ
県
民
大
学
「
石
巻

専
修
大
学
開
放
講
座
」

介
護
予
防
教
室

「
は
つ
ら
つ
元
気
教
室
」

参
加
者
募
集

�

講
座
・
講
習


